
All contents are Copyright © 1992

ユーザ事例
横河電機がシスコのデータ  センター ソリューシ ョ ンを

使用して単一のグローバルなビジネス モデルへ

テステ ィ ングおよびオート メーシ ョ ン機器の多

国籍メーカーである横河電機は、グローバルなコ

ラボレーシ ョ ンを促進するために、 Cisco WAAS
テク ノ ロジーを使用しています。 ヨーロ ッパで

は、シスコによって 34 のブランチ オフ ィスの IT
リソースを 5 つのデータ  センターに集約でき、1
年以下で投資を回収しました。

ビジネス上の課題

1915 年に設立された横河電機株式会社は、主に石油化

学業界および製薬業界で使用されるプロセス オート

メーシ ョ ン、 ファク ト リ  オート メーシ ョ ン、 テスト と

計測、 医療研究、 航空宇宙における機器などを製造し

ています。 ヨーロ ッパの横河電機である Yokogawa
Europe B.V は、 1982 年に設立され、 現在、 1,600 人
の従業員を抱えています。 オランダと ド イツに製造プ

ラン トがあり、 ヨーロッパのほとんどの国と南アフリ

カに営業所または代理店を展開しています。

横河電機の企業ビジネス戦略は、単一のグローバル カ
ンパニーになること、 そして工業用オート メーシ ョ ン

/テス ト /計測機器において市場のリーダーになるこ と

です。 このビジネス目標の実現には、 横河電機の地域

ビジネスのエンジニア、 営業、 およびサービス部門間

における連携とコラボレーシ ョ ンが必須です。 しかし、 これを達成するためには、 情報を共

有でき、世界中から組織内のデータに確実にアクセスできる  IT インフラスト ラクチャを構築

する必要がありました。 

Yokogawa Europe の ICT マネージャであり、 横河電機のグローバル IT 戦略委員会のメン

バーでもある Rob Tammeling 氏は、こ う言っています。「当社のグローバル エンジニアリン

グ グループは、あらゆる種類のアプリケーシ ョ ンとデータを共有するために、帯域幅をより

概要

顧客

• Yokogawa Europe B.V

場所

• オランダ、 アメルスフォールト

業種

•  製造業

企業規模

• 従業員数 19,000 名 （全世界）

ビジネス上の課題

• 単一のグローバル ビジネスへの組織のリ
エンジニアリング

• 地域間およびグローバルなコ ラボレー
シ ョ ンの促進

ネッ トワーク  ソリューシ ョ ン

• データ  センター ネッ トワーク  アーキテ
クチャ

• Cisco®Wide Area Application Services
（WAAS） ソ リ ューシ ョ ン

ビジネス上の利点

• グローバルなコラボレーシ ョ ン作業と知
識共有の大幅な強化

• 1 年以内での投資回収の実現

• 年間 100,000 ユーロを超える節約の実現

• 従業員の出張削減による数千ユーロの経
費と時間の節約

• データの重複を 40 パーセン ト削減

• 34 か所に散在していた IT リソースを 5
つのデータ  センターに集約
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多く求めるようになりました。当社では、100MB のファイルを世界中で共有することも珍し

くありません。 しかし、 ネッ トワーク帯域幅をアップグレード し続けてい く ことは、 非常に

コストがかさむうえ、すべての問題の解決にはなりませんでした。ファイルを開く時間、ロッ

クする時間、 遅延は、 すべて問題のまま残されたのです。 やがて、 さまざまなグループが

データをコピーし、い くつものデータ  サーバにわたって複製するようになりました。 これに

よって複数のコピーが存在することになり、 それぞれに個別に変更が加えられ、 どれが最新

バージ ョ ンか誰にもわからな く なりました。」

課題は、 アジア太平洋、 中東、 ヨーロッパ、 アフリカ、 北米、 中米など、 世界中に散在する

横河電機全体で、 はるかに効率的で処理速度の速いコラボレーシ ョ ンおよび情報共有を可能

にする手段を見つけ出すことでした。

ネッ トワーク  ソリューシ ョ ン

横河電機は、 シスコのデータ  センター アーキテクチャをベースにしたシスコ  アプリケー

シ ョ ン ネッ トワーク  サービスを導入することにしました。同社は、すでにシスコの基盤ネッ

トワーク  テク ノロジーをベースにしたグローバル WAN を導入しており、各地域および各ブ

ランチ オフ ィスにはローカル エリア ネッ トワーク （LAN） が展開され、 そのほとんどでも

シスコのネッ トワーク機器が使用されていました。 

横河電機は、シスコの WAN と  LAN の上に Cisco Wide
Area Application Services （WAAS） ソ リューシ ョ ンを

展開しました。 これは、 横河電機がその WAN 全体に

わたってパフォーマンスを最適化するのに役立って

います。 Cisco WAAS は、 ネッ トワークに統合された

透過的なアプリケーシ ョ ン アクセラレーシ ョ ンと、

WAN の最適化という ソ リ ューシ ョ ンを提供します。

Cisco WAAS は既存のネッ トワーク構成およびネッ ト

ワーク機能との一貫性を維持できるため、IT 組織は付

加価値ネッ トワーク  サービスへの投資を無駄にする

こ とな く、 アプリケーシ ョ ン アクセラレーシ ョ ンと

WAN の最適化を安全に展開することができます。

横河電機では、 WAN 全体にわたるアプリケーシ ョ ン、 ス ト レージ、 およびコンテンツへの

ハイパフォーマンスなアクセスの向上に Cisco WAAS が役立っています。高速アクセスを利

用すると、 ス ト レージ、 サーバ、 印刷、 バックアップなどのインフラスト ラクチャを統合し

て、 低コス トの管理しやすいネッ トワーク  アプリケーシ ョ ンだけをブランチ オフ ィスに残

すことができるため、 ブランチ オフ ィスの管理コスト削減に役立ちます。

横河電機は、 まずヨーロッパとアフリカに Cisco WAAS を導入しました。 これらの地域は、

他の地域と異なり、 34 か所ほどの別々のロケーシ ョ ンがそれぞれ独自の自律した IT リソー

スを持ち、 多様なインフラスト ラクチャを抱えていたからです。 ヨーロッパとアフリカでの

導入が成功したため、 同社は現在、 アジア太平洋地域、 中東、 およびアメ リカで、 ビジネス

のその他の部分全体に対して Cisco WAAS を実装することを計画中です。

横河電機は、 最初、 シスコの競合製品を使用することに決定し、 試験運用も行いましたが、

Cisco WAAS の方が同社のグローバル WAN にはるかにうま く適合するこ とがわかりまし

た。 Tammeling 氏は言います。 「WAN とのシンプルな統合のほかにも、 Cisco WAAS では1
か所から集中した保守が可能であり、 非常に管理しやすいものでした。 また、 横河電機のグ

ローバル IT 委員会がシスコのソリューシ ョ ンを選択する決め手になったのは、 シスコのグ

ローバルなカバー範囲、 サポート、 およびその優れた開発能力であったと感じています。」
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ビジネス上の効果

横河電機は、シスコ  アプリケーシ ョ ン ネッ トワーク  サービス ソリューシ ョ ンを展開するこ

とにより、 グローバル コラボレーシ ョ ンを向上させ、事業運営を合理化し、経費を削減する

ことができました。 同社は、 複数のバージ ョ ンのドキュメン トが電子メールで世界中を飛び

交う こ とによって生じるデータの重複を  40 パーセン ト以上削減できたと見積もっていま

す。

横河電機は、 増加したト ラフ ィ ッ クをデータ  センターに収

めるために大幅にネッ トワーク帯域幅を増強する必要があ

ると予想していましたが、 そうはならず、 ヨーロッパだけ

でも年間 100,000 ユーロを超える節約ができました。 たと

えば、 ルーマニアには 1 Mbit の接続があり、 8 Mbit が必要

であると見積もられていました。 これには年間約 15,000
ユーロのコス トがかかります。 しかし、 Cisco WAAS を導

入したこ とにより、 帯域幅増強の必要はな く なりました。

横河電機は、 将来のための同様の帯域幅増強をヨーロッパ

内の 10 か所で計画していました。

それでも、 同社は現在、 さ らなる節約を期待しています。

Tammeling 氏は言います。 「帯域幅を増やさなかったこ と

によって実施できた節約は、 単なる始まりに過ぎません。 スタ ッフの出張の量が、 特に極東

と ヨーロッパの間での出張が減ることから、 さらに節約が見込まれます。 Cisco WAAS でコ

ラボレーシ ョ ンが促進されたことによる出張の減少で、 月に数千ユーロのコストが節約され

ているものと考えています。 また、 スタ ッフが長距離移動にかける時間を節約できることか

ら、 さらなるメ リ ッ ト も生まれています。 オランダから極東のオフ ィスに 1 回出張すると、

最低でも  3 日間が移動のためだけに費やされますから。」

同社が予想するデータ接続の帯域幅減少だけでも、 ヨーロッパでは 1 年間で投資を回収でき

る見込みです。 ただし、 データ  サーバの台数削減、 データの重複減少、 遅延の減少といった

メ リ ッ トの一部は、 まだ ROI の計算に含まれていないため、 横河電機では ROI がさらに大

き く なるものと期待しています。

横河電機は、Cisco WAAS ソリューシ ョ ンの実装によってヨーロッパの ICT インフラスト ラ

クチャを一元化できましたが、各ブランチ オフ ィスがローカルにデータとアプリケーシ ョ ン

を抱えているのと同様のサポート を、引き続きブランチ オフ ィスに対して行っています。シ

スコのソリューシ ョ ンによって横河電機は、 ヨーロッパ 34 か所に散在していた IT リソース

をドイツの 2 か所とオランダ、 フランス、 イタ リアの合計 5 か所のデータ  センターに集約

して、 16 テラバイ トのデータを管理できるようになりました。横河電機は、南アフリカにも

う  1 つのデータ  センターを設立することも模索しています。

シスコのテク ノロジーにより、 世界中に散在するスタ ッフが同じ ドキュ メン トに対して作業

し、 同じ ドキュ メン ト を表示することが可能になります。 全員が即座にデータにアクセスで

き、プロジェク ト  チームに加わっている他のスタ ッフと同じバージ ョ ンのドキュメン トに対

して作業できます。 さらに、複数のスタ ッフが同じプロジェク ト  ドキュ メン トに対して同時

に作業することができ、 作業を終えた他のスタ ッフから ドキュ メン ト を受け取るまで待つ必

要がないので、 時間の節約にもなります。

「ヨーロッパでのシスコのソリューシ ョ ンによるビジネス上のメ リ ッ トの 1 つに、 IT 部門を

設けるオフ ィスを減らせるという ことが挙げられますが、 世界的に見ると、 それは異なる地

域間が連携するという ことです。 インド、 シンガポール、 東京、 ヨーロッパではエンジニア
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リング作業が進行中です。 今では地球の裏側の

エンジニアとのコ ミ ュニケーシ ョ ンも以前より

はるかに簡単になったので、 ちょ っ と した質問

や問題を解決するといった、 生産性におけるメ

リ ッ ト を現実的に実感し始めたところです。 世

界中のエンジニアが、 ここオランダのエンジニ

アが作業しているのとまった く同じ情報や技術図面にアクセスすることができ、 1 時間以内

に問題を解決することができます。 スタ ッフが出張したり、 電話で技術的な問題点を説明し

たりするのに比べて、 はるかに迅速に対処でき、 大幅に効率が向上しました。」

横河電機のビジネス戦略の 1 つに、製品を顧客が

必要とするときに顧客に届けることで、大量の在

庫を抱える必要性とコス ト を削減するという  JIT
（ジャス ト  イン タイム） 製造があります。 「これ

が可能なのは、 すべて シ ス コ の力です」 と、

Tammeling 氏は言います。 「たとえば、 オランダ

の顧客から発注があったときに、それを東京で処

理したり、東京に送ったり します。 現在は情報が

一元化されたため、 ジ ョ ブに関する情報の受け渡しは、 それが巨大な技術ファイルを必要と

する場合であっても、 遅延がな く なったのです。 あらゆる場所、 あらゆる部門から、 誰もが

即座に情報にアクセスできるようになりました。 しかも、 その情報は常に最新の状態です。

つまり、 以前よりもはるかに短時間で注文を処理し、 完了できるようになったのです。」

Tammeling 氏は、 次のように付け加えています。 「当社は世界的な企業なので、 他の地域と

連携して作業を行うプロジェク ト も数多く存在します。 そのようなプロジェク トの成功の鍵

となるのは、高速性と安定性を備えた優れたネッ トワーク  インフラスト ラクチャです。私た

ちは、優れたネッ トワーク  インフラスト ラクチャに全面的に頼る必要があり、それがなけれ

ば、 こ ういったグローバル プロジェク ト を進めることはもはや不可能です。シスコはその安

定した環境を与えて くれる会社であり、 その製品は安定しており、 信頼性が高く、 優れてい

ます。 まさに、 我々が必要としている製品です。」

関連情報

Cisco WAAS の詳細については、 http://www.cisco.com/jp/go/waas/ を参照して ください。

「当社は世界的な企業なので、 他の地域と連携して作業を行うプロジェク ト も数

多く存在します。 そのようなプロジェク トの成功の鍵となるのは、高速性と安定

性を備えた優れたネッ トワーク  インフラス ト ラクチャです。 私たちは、 優れた

ネッ トワーク  インフラス ト ラクチャに全面的に頼る必要があり、 それがなけれ

ば、こ ういったグローバル プロジェク ト を進めることはもはや不可能です。シス

コはその安定した環境を与えて くれる会社であり、 その製品は安定しており、信

頼性が高く、 優れています。 まさに、 我々が必要としている製品です。」

Yokogawa Europe B.V、 ICT マネージャ、 Rob Tammeling 氏

製品一覧

アプリケーシ ョ ン ネッ トワーキング

• Cisco Wide Area Application Services （WAAS）
ソフ トウェア

• Cisco Wide Area Application Engine （WAE）
アプライアンス
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